
   
 

                             

  

   

当
社
は
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
や
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
た
構
造
物
、
道
路

な
ど
の
測
量
や
診
断
、
そ
の
結
果

に
基
づ
く
企
画
・
設
計
を
主
な
業

務
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
集

し
た
情
報
を
地
図
上
に
「
見
え
る

化
」
し
た
地
理
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
・
保
守
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。 

     

育
児
休
暇
取
得
は
も
ち
ろ
ん
、

子
供
の
行
事
等
に
も
積
極
的
に
参 

            

   

加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
社
員

一
人
一
人
が
、
自
分
の
業
務
に
責

任
を
も
っ
て
管
理
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と
で
、
効
率
よ
く
業
務
を
行

い
、
普
段
か
ら
家
族
と
過
ご
す
時

間
を
大
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
社
全
体
で
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人
が
で

き
る
業
務
の
種
類
を
増
や
す
こ
と

で
、
休
暇
も
取
得
し
や
す
い
環
境

を
整
え
て
い
ま
す
。 

                  

                

入
社
理
由
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
興
味
を
持
ち
、
建
築
の
ス

キ
ル
を
活
か
せ
る
と
思
っ
た
こ
と

で
、す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
。

会
社
見
学
と
社
員
の
話
を
聞
い
て

入
社
を
決
め
ま
し
た
。
仕
事
内
容

は
収
集
し
た
デ
ー
タ
か
ら
構
造
物

の
診
断
を
行
う
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
な

ど
で
デ
ー
タ
収
集
す
る
業
務
も
で

き
る
よ
う
、
技
術
の
習
得
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

育
児
休
暇
を
取
得
し
た
際
に
、

同
年
代
の
育
児
経
験
者
が
い
た
こ 

              と
で
、
業
務
の
引
き
継
ぎ
な
ど
で

気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
で
し
た
。

 

育
児
の
相
談
や
、
子
供
が
体
調

不
良
で
急
な
対
応
が
必
要
に
な
っ

た
時
も
、
職
場
の
理
解
が
あ
り
、

助
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

イ
ク
ボ
ス
宣
言
に
関
す

る
主
な
取
り
組
み 

私
た
ち
の
仕
事 

キラリと輝く事業所紹介 №39 ひろがれイクボスの輪 

専
門
性
を
活
か
し
て 

▲会社ホーム 
ページ 

▲赤外線カメラを搭載 
したドローンと撮影 
した建物の診断画像 

Interview 

五十嵐 直人さん(入社７年目) 

育児の理解と 
サポート 

仕
事
・
育
児
も
安
心 

 

内容 部下や同僚のワーク・ライフ・

バランスを応援する事業所からの

「イクボス宣言」を募集しています。 

応募方法 市ホーム 

ページから申請して 

ください。 

 

問 申 商工課 商工業・雇用・創業支 

援室 ☎(24)5233 

イクボス宣言事業所募集 

私は、職場で働く社員のキャリア
と人生を応援しながら、ワーク・ラ
イフ・バランスを推進し、自らも仕
事と私生活を楽しむ「イクボス」と
なることを宣言します。 
 
１．男女を問わず、育児など時間制約
のある社員を含むすべての職員が、
安心して活き活きと働くことができる
職場環境づくりに取り組みます。 

 
２．社員一人ひとりが、働き方の改革
の重要性を理解し、仕事を効率的に
行うことができるよう業務改善等を
積極的に推進します。 

 
３．自らも仕事と私生活を楽しみ、仕事
と生活の調和を実 践するとともに、
社員の「クオリティ オブ ライフ」の
向上に積極的に取り組みます。 

イクボス宣言日：令和 5 年 1 月 1 日 イ
ク
ボ
ス
宣
言
の
取
り
組
み
紹
介 

 
株
式
会
社
光
進
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

▶
代
表
取
締
役 

飯
塚 

幸
知
さ
ん 


